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成
25

年
第
一
回
定
例
市
議
会
が
、
２

月
28

日
か
ら
３
月
26

日
ま
で
の
27

日

間
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

本
定
例
会
で
は
、
平
成
25

年
度
一
般
会

計
当
初
予
算（
総
額
105

億
６
６
０
０
万
円
）

な
ど
の
議
案
が
可
決
さ
れ
、
３
月
26

日
に

行
わ
れ
た
最
終
本
会
議
で
は
、
３
月
31

日

付
で
退
任
す
る
馬
場
義
孝
副
市
長
の
後
任

と
し
て
、
本
市
出
身
の
寺
地
正
𠮷
氏
の
選

任
が
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
本
定
例
会
で
可
決
さ
れ
た
当
初

予
算
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
広
報
あ
く
ね

５
月
号
に
掲
載
し
、
議
会
の
詳
細
に
つ
い

て
は
、
５
月
に
発
行
予
定
の
「
議
会
だ
よ

り
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

平

手を取り合って、阿久根市政の「躍進」を誓い合う西平良将市長（右）、寺地正𠮷副市長（左）

阿久根市副市長辞令交付式

副市長に寺
て ら

地
ち

正
ま さ

𠮷
き ち

氏が就任
「明るい未来の創造と発展のため、誠心誠意」

一
般
会
計
当
初
予
算
な
ど
可
決

―
第
一
回
定
例
市
議
会
―
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今月の表紙・題字

阿久根は自然がいっぱいで
大好きです。毎年、６年生親
子は「ハンヤ踊りパレード」
に参加するので、今からとて
も楽しみです。
将来は、自分の周りの人た
ちを笑顔にし、人の役に立つ
仕事がしたいです。
折多小学校は、明治26年に

「折多尋常小学校」として創
立し、今年で120周年を迎え
ます。
そこで、私たち６年生が中
心となって学校を盛り上げ、
たくさんの思い出を作ろうと
思っています。

ひと言

中な
か

　

村む
ら

　
美み

　

貴き

さ
ん

折
多
小
６
年

こ
の
た
び
、
阿
久
根
市
議
会
の
ご
同
意

を
い
た
だ
き
、
４
月
１
日
付
で
故
郷
阿
久

根
市
副
市
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
そ

の
職
務
の
重
大
さ
と
重
責
に
身
の
引
き
締

ま
る
思
い
で
一
杯
で
あ
り
ま
す
。

私
は
、
大
川
の
尻
無
浜
出
身
で
、
大
川

小
学
校
、
同
中
学
校
を
経
て
阿
久
根
高
校

を
昭
和
46

年
３
月
に
卒
業
し
、
同
４
月
県

庁
に
入
庁
し
ま
し
た
。
初
任
地
は
出
水
保

健
所
で
、
自
宅
か
ら
列
車
で
通
勤
し
て
お

り
ま
し
た
。
高
校
時
代
を
含
め
、
通
学
・

通
勤
時
の
列
車
か
ら
眺
め
ま
し
た
東
シ
ナ

海
に
沈
む
夕
日
な
ど
風
光
明
媚
な
自
然
の

美
し
さ
は
、
今
も
変
わ
っ
て
お
ら
ず
、
心

が
癒
さ
れ
る
美
し
い
自
然
を
誇
り
に
思
っ

て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
幼
い
頃
か
ら
鰯
や
鯖
な
ど
青
物

の
刺
身
が
大
好
き
で
、
今
で
も
よ
く
食
べ

て
お
り
ま
す
が
、
刺
身
で
食
べ
ら
れ
る
よ

う
な
新
鮮
な
阿
久
根
産
の
鰯
や
鯖
を
、
最

近
魚
屋
の
店
頭
で
見
か
け
る
機
会
が
少
な

く
な
っ
た
よ
う
な
気
が
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
西
平
市
長
は
、
先
の

第
一
回
定
例
市
議
会
の
施
政
方
針
で
、「
阿

久
根
市
を
取
り
巻
く
課
題
に
果
敢
に
挑
戦

し
、
改
革
を
推
進
す
る
『
躍
進
の
年
』
と

本
年
を
位
置
付
け
、
市
政
発
展
の
た
め
全

力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
」
と
、
力

強
く
決
意
を
述
べ
ら
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。

阿
久
根
市
を
取
り
巻
く
状
況
は
、
厳
し

い
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
、
総

務
や
土
木
、
議
会
な
ど
四
十
二
年
間
県
庁

で
勤
務
し
て
き
た
経
験
を
生
か
し
、
市
長

の
強
い
思
い
を
実
現
す
る
た
め
、
市
民
の

皆
さ
ま
と
と
も
に
、
ま
た
全
職
員
一
丸
と

な
っ
て
各
般
の
施
策
を
推
進
し
、
故
郷
阿

久
根
市
の
明
る
い
未
来
の
創
造
と
発
展
の

た
め
に
、
誠
心
誠
意
取
り
組
ん
で
参
る
所

存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ま
の
温
か
い
ご
指
導
・
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

久
し
ぶ
り
の
故
郷
で
の
生
活
を
心
か
ら

楽
し
み
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
ど
う

ぞ
、
道
で
お
会
い
し
ま
し
た
際
は
、
気
軽

に
声
を
掛
け
て
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
し
て
、
就
任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

新
緑
が
鮮
や
か
に
目
に
し
み
る
季
節
と

な
り
ま
し
た
。

私
、
こ
の
度
３
月
31

日
付
け
で
退
任
い

た
し
ま
し
た
。

４
年
間
の
任
期
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

２
年
２
か
月
ほ
ど
で
退
任
す
る
こ
と
に
な

り
、誠
に
心
苦
し
い
思
い
で
あ
り
ま
す
が
、

在
任
中
は
、
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ま
か
ら

温
か
い
ご
厚
情
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な

が
ら
、
何
と
か
そ
の
職
責
を
果
た
す
こ
と

が
で
き
た
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

現
在
、
阿
久
根
で
は
西
平
市
長
の
ご
指

導
の
も
と
、
人
を
温
か
く
迎
え
、
そ
し
て

住
ん
で
い
る
人
が
自
慢
で
き
る
阿
久
根
の

新
し
い
ま
ち
づ
く
り
が
始
ま
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
阿
久
根
が
楽
し
み
で
な
り
ま

せ
ん
。

今
回
、副
市
長
の
職
を
離
れ
ま
し
た
が
、

今
後
と
も
、
一
人
の
阿
久
根
フ
ァ
ン
と
し

て
阿
久
根
市
の
限
り
な
き
発
展
を
応
援
で

き
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

市
制
が
施
行
さ
れ
て
か
ら
60

年
を
超
え

る
歴
史
と
伝
統
の
あ
る
阿
久
根
市
の
市
政

運
営
に
関
わ
り
を
持
て
ま
し
た
こ
と
を
、

心
か
ら
誇
り
に
感
じ
ま
す
。
　
　
　

こ
こ
に
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
心
か
ら
感

謝
申
し
上
げ
、
退
任
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

就
任
の
あ
い
さ
つ

阿
久
根
市
副
市
長

寺
地　

正
吉

退
任
の
あ
い
さ
つ

前
阿
久
根
市
副
市
長

馬
場　

義
孝

前阿久根市副市長
馬場　義孝氏
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前
通
り
の
ま
る
や
衣
料
店 

駐
車
場
で
、
前
夜
祭
と
し
て

「
Ａ
ｋ
ｕ
ｎ
ｅ
駅
前
通
り
会
こ
ど

も
祭
り
」
を
開
催
し
ま
す
。
猿
ま

わ
し
劇
場
や
ピ
ッ
ピ
の
バ
ル
ー
ン

シ
ョ
ー
な
ど
で
祭
り
を
盛
り
上
げ

ま
す
。

◇
日
時
　
５
月
２
日
㈭

午
後
４
時
〜
午
後
９
時

◇
場
所
　
ま
る
や
衣
料
店
駐
車
場

◇
特
設
屋
台
村

う
ど
ん
、
お
に
ぎ
り
、
ウ
ィ
ン

ナ
ー
、
ポ
テ
ト
、
わ
た
あ
め
、

ジ
ュ
ー
ス
、
ビ
ー
ル
、
金
魚
す

く
い
、
ボ
ン
ボ
ン
　
な
ど

駅
内
ス
ナ
ッ
ク
42

店
舗
で
予
選

会
を
行
い
ま
す
。
時
間
は
、

ス
ナ
ッ
ク
の
お
店
が
開
店
し
て
か

市

ら
、閉
店
と
な
る
24

時
ま
で
で
す
。

皆
さ
ま
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。央

公
園
近
く
の
学
童
保
育
所

で
、
Ｍ
Ｂ
Ｃ
タ
レ
ン
ト
の
柴

さ
と
み
さ
ん
に
よ
る
デ
コ
石
け
ん

教
室
を
開
催
し
ま
す
。

デ
コ
石
け
ん
と
は
、
石
け
ん
に

ペ
ー
パ
ー
ナ
プ
キ
ン
や
ラ
メ
を
使

っ
て
素
敵
に
飾
り
つ
け
た
も
の
で

す
。

◇
日
時
　
５
月
３
日
㈮（
約
40

分
）

・
午
前
11

時
〜

・
午
後
１
時
〜

◇
場
所
　
学
童
保
育
所

※
中
央
公
園
近
く

◇
参
加
費
用
　
600

円

事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

※
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

阿
久
根
商
工
会
議
所

☎
０
９
９
６（
７
２
）１
１
８
５

中

Ａ
ｋ
ｕ
ｎ
ｅ
駅
前
通
り
会

こ
ど
も
祭
り

カ
ラ
オ
ケ
№
１
決
定
戦

（
予
選
会
）

猿
ま
わ
し
劇
場

ピ
ッ
ピ
の

バ
ル
ー
ン
シ
ョ
ー

ＭＢＣタレント
柴　さとみさん

©ＭＢＣ

Ａ
あ く ね

Ｑｕｎｅ　　　 　　　開催丼
５月３日㈮
当日祭のみ
午前11時～午後４時
ワンカップサイズの店
舗ごとオリジナル丼ぶ
りやってます。
１杯：200～300円
主催：市飲食店組合

市特産品協会
市旅館組合

Ｇ
ゴールデンウィーク

☆Ｗ　５月２日㈭ ・ ５月３日㈮
阿久根の新しいイベント登場

詳しい情報は、

５月１日の朝刊折り込み

チラシをご覧ください！

阿っくん

５月２日㈭前夜祭

５月３日㈮当日祭柴　さとみさんのデコ石けん教室
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内
４
つ
の
衣
料
品
店
（
Ｌ
Ｉ

Ｚ
Ｅ
、
サ
カ
ウ
エ
、
ま
る

や
、
ヤ
マ
モ
ト
）
が
協
力
し
、

キ
ッ
ズ
・
ヤ
ン
グ
・
ア
ダ
ル
ト
の

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
を
開
催
し

ま
す
。

ま
た
、
福
井
静
さ
ん
の
ミ
ニ
ラ

イ
ブ
や
子
ど
も
た
ち
に
よ
る
ダ
ン

ス
シ
ョ
ー
等
も
行
わ
れ
ま
す
。

◇
日
時
　
５
月
３
日
㈮

午
後
３
時
〜
午
後
５
時

◇
場
所
　
本
町
通
り
特
設
ス
テ
ー
ジ

◇
お
楽
し
み
企
画

・
ワ
ン
コ
イ
ン『
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
』

午
前
９
時
〜
午
後
１
時

・
昔
懐
か
し
『
か
た
ぬ
き
』

市 本
町
通
り
で

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー

午
前
９
時
〜
午
後
１
時

・
ス
ポ
ー
ツ
吹
き
矢
体
験
コ
ー
ナ
ー

午
前
９
時
〜
午
前
11

時

・
移
動
販
売
車
（
７
店
舗
）

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

ア
イ
ス
コ
ロ
ネ
、
ク
レ
ー
プ
な
ど

丸
通
り
で
は
、「
食
」
を
中
心
と

し
た
『
赤
の
れ
ん
市
』
を
開
催
し

ま
す
。
空
き
店
舗
等
を
活
用
し
、
と
れ

た
て
野
菜
や
焼
き
た
て
パ
ン
、カ
フ
ェ
、

陶
器
、
弁
当
屋
な
ど
の
お
店
が
入
り
、

し
か
も
ワ
ン
コ
イ
ン
で
楽
し
め
ま
す
。

ま
た
、
将
棋
大
会
や
囲
碁
・
押
し
花
・

薩
摩
狂
句
教
室
も
開
催
し
ま
す
。
そ
れ

ぞ
れ
20

名
ま
で
参
加
者
募
集
中
で
す
。

●
赤
の
れ
ん
市

◇
日
時
　
５
月
３
日
㈮

午
前
９
時
〜
午
後
２
時

◇
場
所
　
大
丸
通
り
の
空
き
店
舗
な
ど

●
将
棋
大
会
、
囲
碁
・
押
し
花
・
薩
摩

狂
句
教
室

◇
日
時
　
５
月
３
日
㈮

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

◇
場
所
　
阿
久
根
商
工
会
議
所
２
階

幼
稚
園
児
の
お
遊
戯
も
披
露
さ
れ
ま
す
。

※
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

阿
久
根
商
工
会
議
所

☎
０
９
９
６
（
７
２
）
１
１
８
５

大大
丸
通
り
赤
の
れ
ん
市

５月３日㈮当日祭
阿久根はな＊HANA＊華まつり
ファッションショー

シンガーソングライター

福井　静さん
ミニライブ開催

ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
期
間
中
の
５

月
４
日
㈯
、
５
日
㈰
の
２
日
間
、

番
所
丘
公
園
で
は
ご
家
族
で
楽
し
め
る

イ
ベ
ン
ト
＆
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
満
載

で
、
皆
さ
ま
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◇
日
時
　
５
月
４
日
㈯

５
月
５
日
㈰

午
前
10

時
〜
午
後
４
時

◇
場
所
　
番
所
丘
公
園
内

◇
イ
ベ
ン
ト
＆
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

・
お
祭
り
広
場

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト

音
楽
と
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
よ
る
楽
し

い
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

・
徒
渉
池

ア
ク
ア
ボ
ー
ル
で
不
思
議
体
験

直
径
２
ｍ
の
ボ
ー
ル
の
中
に
入
る

と
、
水
の
上
が
歩
け
る
よ
Y

・
中
央
広
場
（
日
替
わ
り
）

ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
・
ミ
ニ
新
幹
線
に
乗
ろ
う

石
炭
を
燃
や
し
て
蒸
気
で
走
る
よ
Y

・
多
目
的
広
場

ふ
わ
ふ
わ
ひ
よ
こ
ド
ー
ム
で
遊
ぼ
う

空
気
で
膨
ら
ん
だ
大
き
な
ひ
よ
こ
の

中
で
飛
ん
だ
り
跳
ね
た
り
し
て
遊
べ

る
よ
Y

・
そ
の
他

軽
食
等
の
販
売
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ゴ

問い合わせ先：番所丘公園事務所　☎０９９６－７３－３７７７

今年のＧ
ゴールデンウィーク

☆Ｗは、

番所丘公園でも大ハシャギ！

番所丘公園グリーンフェス
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子
第
23

回
、
女
子
第
20

回
阿
久
根

市
長
旗
九
州
選
抜
高
等
学
校
駅
伝

競
走
大
会
が
３
月
10

日
、
市
陸
上
競
技

場
を
発
着
と
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

九
州
各
県
の
強
豪
校
の
新
人
選
手
が

出
場
す
る
本
大
会
。
男
子
21

チ
ー
ム
、

女
子
14

チ
ー
ム
が
参
加
し
、
男
子
７
区

間
４
２
・
１
９
５
キ
ロ
、
女
子
５
区
間

２
１
・
０
９
７
５
キ
ロ
の
コ
ー
ス
で
、

白
熱
し
た
レ
ー
ス
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
、
市
制
施
行
60

周
年
お
よ
び

女
子
第
20

回
大
会
を
記
念
し
、
全
国
屈

指
の
駅
伝
強
豪
校
で
あ
る
岡
山
県
の
興

譲
館
高
等
学
校
を
特
別
招
待
し
て
、
大

会
に
華
を
添
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

な
お
、
男
子
で
は
地
元
の
鶴
翔
高
等

学
校
が
第
15

位
、
女
子
で
は
神
村
学
園

高
等
学
校
の
３
区
に
出
場
し
た
本
市
出

身
の
倉
津
円
歌
さ
ん
が
、
２
年
連
続
区

間
賞
（
昨
年
４
区
）
と
大
活
躍
し
ま
し

た
。
沿
道
で
は
、
詰
め
か
け
た
多
く
の

市
民
ら
が
盛
ん
に
声
援
を
送
っ
て
い
ま

し
た
。

詳
細
な
大
会
結
果
に
つ
い
て
は
、
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す

の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

男 ◇
男
子
優
勝

大
牟
田
高
等
学
校
　
　
（
９
度
目
）

◇
女
子
優
勝

筑
紫
女
学
園
高
等
学
校
（
７
度
目
）

【主な大会結果】

男　子

優勝　大牟田高等学校　　（福　岡）２時間 8分22秒

２位　九州学院高等学校　（熊　本）２時間 8分45秒

３位　鹿児島実業高等学校（鹿児島）２時間10分14秒

15位　鶴翔高等学校　　　（地元校）２時間15分13秒

女　子

優勝　筑紫女学園高等学校（福　岡）１時間９分36秒

２位　神村学園高等学校　（鹿児島）１時間９分53秒

３位　鹿児島女子高等学校（鹿児島）１時間11分22秒

６位　興譲館高等学校　　（特別招待）１時間12分22秒

阿久根市制施行60周年記念

阿久根市長旗
九州選抜高校駅伝大会

スタートの号砲と同時に一斉に走り出す選手たち序盤から激しいレース展開

女子優勝
筑紫女学園高等学校

男子優勝
大牟田高等学校

▲懸命にたすきをつなぐ

▲「よし来いYあとは任せろ」
「追いつける、大丈夫」などと中
継所ではたすきだけでなく、熱
い絆も交わされていました。

神村学園高等学校３区を走る
倉津円歌さん（写真中央）▼
惜しくも４連覇は逃しました
が、２年連続区間賞と大活躍し
ました。

▲特別招待で参加された
興譲館高等学校（右）
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薩
お
れ
ん
じ
鉄
道
の
観
光
列
車

「
お
れ
ん
じ
食
堂
」
の
運
行
が
３

月
24

日
か
ら
始
ま
り
、
市
内
の
各
駅
で

は
、
大
勢
の
市
民
の
方
々
が
歓
迎
ム
ー

ド
一
色
と
な
っ
て
乗
客
ら
を
出
迎
え
ま

し
た
。

ま
た
、
停
車
駅
と
な
っ
て
い
る
阿
久

根
駅
で
は
、
市
民
や
観
光
関
係
者
な
ど

約
150

人
が
乗
客
を
出
迎
え
、
た
け
の
こ

や
ボ
ン
タ
ン
な
ど
の
特
産
品
を
販
売

し
、
大
盛
況
と
な
り
ま
し
た
。

「
お
れ
ん
じ
食
堂
」
は
、
沿
線
地
域
の

旬
の
料
理
や
車
窓
に
広
が
る
景
観
を
楽

肥

し
み
な
が
ら
走
る
レ
ス
ト
ラ
ン
で
す
。

車
両
は
九
州
新
幹
線
な
ど
を
手
が
け

た
水
戸
岡
鋭
治
氏
の
デ
ザ
イ
ン
で
、
木

を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
、
温
も
り
の
あ

る
ゆ
っ
た
り
と
し
た
内
装
と
な
っ
て
お

り
、
２
両
編
成
で
１
日
に
３
便
運
行
し

ま
す
。

１
号
車
は
東
シ
ナ
海
向
き
の
カ
ウ
ン

タ
ー
席
が
設
け
て
あ
り
、
主
に
食
事
を

楽
し
む
人
を
迎
え
、
２
号
車
は
家
族
用

の
テ
ー
ブ
ル
席
や
半
個
室
の
ソ
フ
ァ
ー

（
２
名
席
）
が
設
け
て
あ
り
ま
す
。
全

席
指
定
で
定
員
が
43

席
。
熊
本
県
の
新

八
代
駅
か
ら
川
内
駅
ま
で
の
約
120

キ
ロ

の
距
離
を
３
時
間
程
度
か
け
て
走
り
ま

す
。
週
末
や
祝
日
（
春
休
み
や
ゴ
ー
ル

デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
、
夏
休
み
、
冬
休
み
は

毎
日
）
の
運
行
予
定
で
す
。

今
後
、
市
で
は
「
お
れ
ん
じ
食
堂
」

を
阿
久
根
の
新
し
い
観
光
資
源
の
一
つ

と
し
て
活
用
し
、
様
々
な
取
組
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

肥
薩
お
れ
ん
じ
鉄
道

お
れ
ん
じ
食
堂
予
約
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
９
６
（
６
３
）
６
８
６
１

肥薩おれんじ鉄道の観光列車「おれんじ食堂」

満員御礼。走るレストラン
３/24㈰ついに発車オーライ

肥薩おれんじ鉄道の観光列車「おれんじ食堂」第１便（阿久根駅）

▲観光列車「おれんじ食
堂」が阿久根駅に停車。
黄色いハッピやのぼり
旗で歓迎ムード一色に。

肥薩おれんじ鉄道の
観光列車「おれんじ
食堂」。阿久根駅に
停車時は、駅舎内で
市の特産品などが販
売されます。

▲乗客に笑顔で手をふって見送る市民や観光関係者ら

▼沿線地域の旬の料理
車内で月替わりに提供され
る沿線地域の食材を使った
旬の料理。

▲木がふんだんに使われた
車内（１号車）
東シナ海向きに設けられた
ダイニングテーブルと椅子
が並ぶ。

ま
ち
の
話
題
　
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
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まちの話題 みんなのアルバム

３月９日、阿久根中学校吹奏楽部（12名）が、『え
きまえチャレンジショップ華』で吹奏楽の演奏と販売
体験を行いました。
同部の保護者らが市内外の菓子・ケーキ屋から仕入
れてきたシュークリーム、いちご大福などのスウィー
ツをはじめ、バザー品などがならび、開店と同時に大
勢のお客さんが訪れていました。部長の大田未悠さん
は「初めての経験だったけど、みんなで楽しくする 
ことができてよかった」と話していました。

プ ティ･ドワ･ドゥ･フェ（フランス語で「小さなお店」）
〜阿中吹奏楽部のチャレンジショップ〜

店入口前で行われた阿中吹奏楽部による演奏

３月26日、寺山区男性料理教室が同
区の公民館で開催されました。阿久根
市食生活改善推進員が指導。参加者は
用意されたレシピを見ながら、真剣に
料理に取り組み、「惣菜に頼っていたが、
この教室で自信がついた」などと話し
ていました。

３月15日、鶴川内中学校のグラウン
ド改修完成記念として、ふれあいグラ
ウンド・ゴルフ大会が開催されました。
大会は、同校区のさわやかクラブ連合
会会員38名と鶴中生徒とで対抗戦を行
い、競技を通して楽しく交流を深めて
いました。

３月11日、遠矢区の小規模多機能施
設コミニティの杜で、同施設の職員や
地域住民が、大規模な地震を想定した
災害訓練を行いました。55名が参加。
訓練では、炊き出し訓練のほか、テン
ト設営を行うなど、災害時の地域住民
との連携を確認しました。

食 生活改善推進員が寺山区の男性に調理指導

鶴中グラウンド改修完成記念
ふれあいグラウンド・ゴルフ大会

コ ミニティの杜
もり

が３.11災害訓練を実施

調理指導を受ける寺山区の男性ら

グラウンド・ゴルフを楽しむ参加者

炊き出しの訓練を行う施設職員と地域住民

阿久根市文化協会主
催による第27回チャリ
ティショーが３月３
日、市民会館大ホール
で開催され、24団体
がステージ上で歌や踊
り、太鼓演奏など、日
ごろの活動の成果を披
露しました。
また、３月７日に同協会の川﨑勲会長らが市役所を
訪れ、「本市の文化活動に役立ててほしい」と、益金
の一部を西平市長に手渡しました。

文化を通して地域に貢献
〜阿久根市文化協会チャリティショー〜

日ごろの練習の成果を披露するフラダンスあくねの皆さま

チャリティショーの益金の一部を
寄付された市文化協会の皆さん
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みんなのアルバム
楽しい話題などをお知らせください。

総務課秘書広報係☎0996-73-1211（内線1214）

３月17日、阿久根山好会の主催で、

第９回西の高突山登山会が行われ、約

40名が参加しました。本之牟礼小学校

跡地から山頂までの往復約9.5キロの

コース。参加者は遠く東シナ海が一望

できる山頂で昼食をとり、思い出に残

る楽しい一日を過ごしていました。

南日本新聞社主催の第49回南日本作

文コンクールで、阿久根小学校１年の

福浦綾乃さんが南日本新聞社賞を受賞

し、３年の君島里歩さんが３席、６年

の日笠山明香さんが入選し、阿久根小

学校は奨励賞を受賞しました。３月13

日には、同校の内野眞校長先生らと一

緒に市役所を訪れ、受賞の喜びを報告

してくださいました。

県下一周駅伝大会の応援などが縁で、同大会に参加

した鶴翔高校陸上部の高校生16名が、田代小学校で同

校の子どもたち13名に短距離の走り方、ハードルの跳

び方などを指導しました。参加した子どもは「速く走

るコツを教えてもらえて嬉しかった」と話していまし

た。

西の高突山登山の参加者（看板の「高月山」は、「高突山」が正式名称）

盛春の西の高突山登山を満喫
登山愛好家ら東シナ海を一望

受賞した阿久根小学校の児童ら

南日本作文コンクールで
福浦綾乃さんが南日本新聞社賞

鶴 翔高校陸上部員から田代小児童走り方教わる

田代小の児童にハードルの跳び方を指導する鶴翔高校陸上部

ま
ち
の
話
題
　
み
ん
な
の
ア
ル
バ
ム
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第21代『シークィーンあくね』の皆さん

の
観
光
・
特
産
品
の
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
や
公
的
行
事
、
歓
迎
レ
セ
プ
シ

ョ
ン
な
ど
の
ア
シ
ス
タ
ン
ト
・
サ
ポ
ー

ト
を
務
め
る
女
性
２
名
を
募
集
し
ま
す
。

◇
資
　
　
格

市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
18

歳
以
上

の
未
婚
女
性
（
高
校
生
は
除
く
）。

※
美
人
コ
ン
テ
ス
ト
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◇
応
募
方
法

阿
久
根
商
工
会
議
所
に
配
置
し
て
い

る
応
募
用
紙
に
写
真
１
枚
を
添
え
て
、

申
込
先
へ
持
参
ま
た
は
郵
送
し
て
く
だ

さ
い
。

◇
募
集
締
切

平
成
25

年
５
月
７
日
㈫
必
着

市

『２０１３シークイーンあくね』募集Y
〈申込・問い合わせ先〉

〒８９９－１６２４　阿久根市大丸町１６番地

阿久根商工会議所内　「シークィーンあくね」事務局係

☎０９９６－７２－１１８５

農業委員会への

ご意見･ご要望をお願いします

〈問い合わせ先〉

〒８９９－１６９６　阿久根市鶴見町２００番地

阿久根市農業委員会

☎０９９６－７３－１２１１（内線１２５１）

業
委
員
会
で
は
、
農
地
の
所
有
権

移
転
や
貸
し
借
り
、
あ
る
い
は
宅

地
等
へ
の
転
用
申
請
な
ど
に
関
す
る
調

査
や
審
査
の
ほ
か
、
遊
休
農
地
な
ど
を

有
効
活
用
す
る
た
め
の
相
談
も
行
っ
て

い
ま
す
。

経
済
不
況
や
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋
経

済
協
定
）
参
加
協
議
な
ど
、
今
後
、
農

業
が
見
直
さ
れ
て
く
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
、
市
と
し
て
も
農
業
委
員
会
の
役
割

や
活
動
が
重
要
に
な
る
と
考
え
ま
す
。

そ
こ
で
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
、
農

業
委
員
会
に
対
す
る
ご
意
見
・
ご
要
望

を
５
月
　
日
㈮
ま
で
に
文
書
で
お
届
け

く
だ
さ
い
。

○
農
業
の
担
い
手
育
成
及
び
確
保

○
農
地
の
問
題

○
遊
休
農
地
の
対
策

○
違
反
転
用

○
そ
の
他
（
農
業
・
農
地
全
般
）

農

よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す

10Akune

10

５月10日㈮まで

５月７日㈫まで
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で
は
、
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
市
民

の
皆
さ
ま
の
思
い
や
提
案
を
少
し
で

も
実
現
す
る
た
め
に
、
地
域
の
活
性
化
や

ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が
る
事
業
な
ど
に
対

し
、
そ
の
一
部
を
『
補
助
金
』
に
よ
り
サ

ポ
ー
ト
し
ま
す
。

◇
対
象
事
業
　
市
民
自
ら
が
企
画
し
、
自

主
的
か
つ
自
立
的
に
行
う
ま
ち
づ
く
り
の

た
め
の
事
業
で
、
分
野
や
テ
ー
マ
は
問
い

ま
せ
ん
。

◇
補
助
金
額
　
団
体
が
行
お
う
と
す
る
事

業
の
事
業
費
の
２
分
の
１
と
し
、
こ
れ
が

10

万
円
を
超
え
る
場
合
は
、
10

万
円
を
限

度
と
し
ま
す
。

◇
応
募
締
切
　
５
月
２
日
㈭
ま
で

応
募
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
、
企
画
調
整

課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

内
の
建
築
業
者
を
利
用
し
て
、
ご
自

分
の
居
住
用
の
木
造
住
宅
を
新
築
又

は
増
改
築
す
る
方
に
対
し
、
補
助
金
を
交

付
し
ま
す
。

◇
補
助
金
額

・
新
　
築
　
30

万
円

・
増
改
築
　
対
象
経
費
の
100

分
の
15

に
相

当
す
る
額
（
限
度
額
15

万
円
）

◇
対
象
工
事

①
補
助
対
象
者
が
市
内
建
築
業
者
を
利
用

し
て
行
っ
た
も
の

②
建
築
工
事
に
か
か
る
資
材
等
の
購
入
費

の
う
ち
、
市
内
の
事
業
者
か
ら
の
購
入

費
等
が
次
の
と
お
り
で
あ
る
こ
と

・
新
　
築
　
300

万
円
以
上

・
増
改
築
　
50

万
円
以
上

◇
補
助
対
象
者
の
要
件

・
市
内
居
住
者

・
自
治
会
に
加
入
し
て
い
る
者

阿
久
根
市
に
定
住
す
る
意
思
を
も
っ
て

転
入
し
、
定
住
を
目
的
と
し
た
住
宅
を
新

築
又
は
新
規
購
入
、
も
し
く
は
増
改
築
す

る
場
合
に
、
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

◇
補
助
金
額

３
年
間
で
50

万
円
の
補
助
金
を
交
付

・
１
年
目
　
30

万
円

・
２
年
目
　
10

万
円

・
３
年
目
　
10

万
円

◇
子
育
て
加
算

18

歳
未
満
の
子
ど
も
が
い
る
場
合
、 

１
年
目
の
み
次
の
額
を
加
算

・
１
人
に
つ
き
10

万
円(

限
度
額
50

万
円)

◇
補
助
対
象
者

・
市
外
に
継
続
し
て
５
年
以
上
居
住
し
て

い
た
者

・
平
成
24

年
４
月
１
日
か
ら
平
成
27

年
３

月
31

日
ま
で
の
間
に
転
入
し
、
住
宅
の

新
築
又
は
新
規
購
入
、
も
し
く
は
増
改

築
し
た
方
（
転
入
又
は
新
築
等
の
ど
ち

ら
か
遅
い
日
か
ら
半
年
以
内
に
申
請
を

し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。）

・
自
治
会
に
加
入
し
た
者

・
市
税
等
の
滞
納
が
な
い
者
　
な
ど

市

市

問い合わせ先：企画調整課　☎０９９６－７３－１２１１（内線１２３１）

提案公募型補助事業の募集

地域の活性化やまちづくりをサポート

阿久根市への移住・定住を応援します

平成24年度に補助事業の対象となった三笠
地域村おこし有志会主催で行った日本一ど
でカボチャコンクール（県大会）

・
市
税
等
の
滞
納
が
な
い
者
　
な
ど

※
工
事
着
工
前
に
申
請
を
行
い
、
承
認
を

受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

移
住
定
住
を
目
的
に
住
宅
を

新
築
な
ど
さ
れ
た
方
へ
の
補
助
金

木
造
住
宅
の

新
築
又
は
増
改
築
へ
の
補
助
金

問い合わせ先：企画調整課　☎０９９６－７３－１２１１（内線１２３１・１２３２）

定住促進対策事業による補助金交付

市
役
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

市役所からの

お知らせ
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女 性 が ん 検 診

〔対象者〕

〔期　間〕

〔自己負担〕

子宮頸がん検診

乳がん検診

骨粗しょう症検診

２０歳以上の女性

平成２４年度未受診者、クーポン券対象者

４０・４５・５０・５５・６０・６５・７０歳の女性

１０月２７日（日）〜２８日（月）  １０月３０日(水)〜１１月２日(土)

（１０月３０・３１日は乳がん検診はありません。）

子宮頸がん検診

乳がん検診（４０歳代：２方向）

乳がん検診（５０歳以上：１方向）

骨粗しょう症検診

７００円

１，５００円

１，０００円

２００円

乳がん検診（超音波）

〔対 象 者〕　２０・３０代女性
〔定　　　員〕　６０名
〔期　　　日〕　７月３０日（火）　８：３０〜１７：００　（１人約２０分）
〔場　　　所〕　阿久根市保健センター
〔自己負担〕　２，０００円

　　　※完全予約制で実施します。下記まで電話にてお申し込みください。
　　　※定員を超えた場合、平成２４年度未受診者の方を優先します。

★子宮頸がん検診と乳がん検診では、がん検診推進のため一部の方に無料クーポン券の配布を
予定しています。対象者には、事前にお知らせいたします。詳しくは、下記までお問い合わせください。

★２０歳になったら、
子宮頸がん検診を
受けましょう！

子宮頸がんが20歳代に
急激に増えています。子宮
頸がんには検診が非常に
有効で、早期に発見するこ
とがあなたの命を守ります。

★子宮頸がん検診は
毎年、乳がん検診は２
年に１度受けましょう。

歯周疾患検診　（節目検診）

〔対象者〕　４０、５０、６０、７０、８０歳の方

〔期間〕　平成２５年６月〜平成２６年１月の８か月間

〔自己負担〕　無料　　　　※歯科医院での予約検診です。

年に１回　健診を受けて　健康を確認しましょう

対象者には通知します。
この機会にぜひ、ご自
分の歯の健康について
考えてみましょう。

●  年齢は平成２６年３月３１日現在です。

●  期日、実施場所が書かれていない検診などにつきましては、別途お知らせします。

※問い合わせ・申込先
健康増進課　保健予防係　　☎０９９６－７３－１２１１（　内線　１４５７・１４５８・１４６１　）
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平成２５年度　健診などのお知らせ

総　合　健　康　診　査

阿久根市国保以外に加入されている方は受診券に記載された自己負担金が必要です。

都合の良い日程で
受診できます

〔対象者〕　４０歳以上

○

○

○

○

○

○

○

特定健診

長寿健診

胃がん検診

大腸がん検診

腹部超音波検診

前立腺がん検診

肝炎ウイルス検診

自己負担

自己負担

自己負担

自己負担

自己負担

自己負担

自己負担

無料

無料

無料

無料

１，２００円

５００円

５００円

（阿久根市国保に加入の方）

（後期高齢者医療保険に加入の方）

★　希望の健診を組み合わせて受けられます。

※肝炎ウイルス検診は、４０歳以上５歳刻みの方々は無料となります。

〔期間〕　７月２０日(土)〜７月２４日(水)

９月２１日(土)〜９月２９日(日)

〔受付時間〕　　７：００〜９：３０

★　受診票については、健診の２～４週間前に保健推進
員がお配りします(申し込みをされた方のみ)

★　特定健診、長寿健診については、阿久根市国民健康
保険と後期高齢者医療保険に加入の方は、その保険証を、
それ以外の健康保険の方は保険者から配布された受診券
を必ず持ってきてください。

◎生活習慣病は気づかない間に悪化しているかも！

◎がんは２人に１人がかかる身近にある病気です！

阿久根市の年齢調整死亡率で一番高いのは、
女性の急性心筋梗塞です。糖尿病、高血圧などを
お持ちの方は悪化しないように、また現在、病気
をお持ちでない方も健診を受けて、毎年ご自分の
健康状態を確認しましょう。

早期のがんでは、症状がないことが多くありま
す。進行してからでは治療にかかる期間も長く、
身体的にも経済的にも大きな負担となるおそれが
あります。

肺がん検診 ・ 結核検診

肺がん検診

結核検診

〔対象者〕　４０歳以上

〔期間〕　５月 ８ ・９ ・１３ ・１４ ・１６ ・１７ ・２０ ・２１ ・２３ ・２４日   ５月２６日(日)〜３０日(木)　★日曜日も実施します

〔自己負担〕　４０歳〜６４歳までは２００円　　※６５歳以上は無料（結核検診を受けたこととみなされます）

〔対象地区〕　全地域を対象にレントゲン車で巡回します。

◎ 対象の方には、個別に受診票を配布します。
※また、４０歳以上の方で受診票の届いていない方も受診できますので、時間・場所などに

ついては健康増進課までお尋ねください。

〔対象者〕　６５歳以上　（上記、肺がん検診を受けなかった方）　

〔期間〕　１０月１５日(火)〜１０月１７日(木) 〔自己負担〕　無料

※ 肺がん検診は、１枚のレントゲンフィルムを２人の専門
　　の医師がそれぞれ読影し、判定します。（２重読影）

６５歳以上の方には、感染症法
により年１回の結核レントゲン
検診が義務づけられています。

健
康
コ
ー
ナ
ー
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◇一般職（15ページ続き） 
商工観光課（健康増進課） 平瀨　修治

都市建設課（水道課） 中原　一喜

　　〃　　（農政課） 高口　輝幸

　　〃　　（市民環境課兼三笠支所兼大川出張所）

花田　省二

水道課（教育委員会教育総務課） 田渕　広子

　〃　（都市建設課） 新町　鉄平

　〃　（農業委員会事務局） 脇園　　渉

農業委員会事務局（都市建設課） 大田　豊茂

教育委員会教育総務課（健康増進課） 山下　理恵

　　　〃　　　（教育委員会生涯学習課兼市民会館館員）

川原　陽介

教育委員会学校教育課（地域包括支援センター）

櫁柑　久恵

総務課〈鹿児島県研修派遣・東京事務所観光物産課〉（商

工観光課） 所﨑　慎也

◇定年退職（４名） 
尾上　英二

吉松美津子

大田　和孝

竹原　伸辰

◇新規採用職員（９名） 
企画調整課 川原　裕司

税務課 野村　あゆ

生きがい対策課 松下　亮一

健康増進課 岩元茉奈美

農政課 園田　　健

都市建設課 榎木　海斗

　　〃 青龍　昇也

　　〃 連尺野知幸

教育委員会生涯学習課兼市民会館館員 川原圭士郎

（平成25年４月１日付　カッコは旧職など）

◇課長級 
消防長（阿久根市財政課長） 花田　清治

次長兼総務課長（次長兼総務課長兼警防課長）

的場　博俊

警防課長（総務課長補佐兼阿久根市総務課消防係長）

宮原眞佐樹

◇係長級 
警防課兼阿久根市総務課消防係長（警防課）堀切　潤一

◇定年退職（２名） 
木山　和男

井上　伸一

阿久根地区消防組合

阿久根市職員人事異動

企画調整課
川原　裕司

税務課
野村　あゆ

生きがい対策課
松下　亮一

健康増進課
岩元茉奈美

農政課
園田　健

都市建設課
榎木　海斗

都市建設課
青龍　昇也

都市建設課
連尺野知幸

生涯学習課
川原圭士郎

平成25年４月１日付　新規採用職員９名
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阿久根市職員人事異動

阿久根市役所

三笠支所主幹兼庶務係長兼戸籍係長（農村環境改善セン

ター主幹兼管理係長） 辻　　　誠

水道課主幹兼管理係長（水道課管理係長） 垂　　義継

総務課長補佐〈鹿児島県後期高齢者医療広域連合派遣・

業務課長〉（税務課主幹兼管理徴収係長） 福永　典明

◇係長級 
総務課情報管理係長（市民環境課国民年金係長兼三笠支

所兼大川出張所） 中園　　修

総務課消防係長（阿久根地区消防組合） 堀切　潤一

税務課管理徴収係長（選挙管理委員会事務局兼総務課選

挙係長） 薗畑　雄二

税務課課税係長（農政課主査） 大下本　護

市民環境課住民年金係長兼三笠支所兼大川出張所（市民

環境課住民係長兼三笠支所兼大川出張所） 平田寿美子

生きがい対策課児童対策係長（都市建設課用地住宅係長）

猿楽　浩士

農村環境改善センター管理係長（農村環境改善センター

主査） 牧内　達志

都市建設課用地住宅係長（総務課主査兼選挙管理委員会）

大田　省吾

農業委員会事務局管理係長（税務課固定資産税係長）

久保田真一郎

選挙管理委員会事務局管理係長兼監査事務局兼公平委員

会事務局（税務課主査） 新町　博行

◇一般職 
総務課（財政課） 大野　裕人

　〃　（企画調整課） 大橋　尚子

　〃　（生きがい対策課） 田上　智子

　〃　（農政課） 櫁柑幸一郎

　〃　（阿久根地区消防組合） 若松　寿弥

　〃　（議会事務局） 新町　江莉

　〃　（農政課） 新穂いずみ

財政課（健康増進課） 川畑　輝薫

企画調整課（税務課） 上脇　栄子

税務課（水道課） 前田　　恵

　〃　（都市建設課） 猿楽　士宗

市民環境課兼三笠支所兼大川出張所（生きがい対策課）

赤﨑　辰江

生きがい対策課（総務課） 永田　靖子

　　　〃　　　（教育委員会教育総務課） 別府　輝雄

健康増進課（水道課） 猿楽　淳子

　　〃　　（税務課） 内野　里子

　　〃　　（総務課） 本　　千晶

　　〃　　（都市建設課） 鍋藤　雄太

地域包括支援センター（教育委員会学校教育課）

鳥羽瀬やす子

農政課（生きがい対策課） 河北　篤司

　〃　（健康増進課） 野中　義昭

　〃　（総務課兼選挙管理委員会） 尾上謙一郎

農村環境改善センター（農政課） 海平　清明

（平成25年４月１日付　カッコは旧職など）

◇課長級 
総務課長（総務課長兼選挙管理委員会事務局長）

上野　正順

財政課長（総務課長補佐兼職員係長兼選挙管理委員会）

山下　友治

税務課長（税務課長補佐兼課税係長） 川畑　宏之

市民環境課長兼三笠支所長兼大川出張所長（商工観光課

長） 馬見塚啓一

商工観光課長（税務課長） 小牟田伸雄

会計管理者兼会計課長（市民環境課長兼三笠支所長兼大

川出張所長） 松永　正美

監査事務局長兼公平委員会事務局長兼選挙管理委員会事

務局長（三笠支所長補佐兼庶務係長兼戸籍係長）

堂之下　力

教育委員会学校教育課長（坊津学園中学校校長）

中山　義邦

阿久根地区消防組合派遣〈消防長〉（財政課長）

花田　清治

◇課長補佐級 
総務課長補佐兼職員係長（ 大川出張所主幹兼庶務係長兼
大川診療所管理係長兼総務課主幹） 中野　貴文

税務課長補佐兼固定資産税係長（総務課長補佐兼情報管

理係長） 前田　武三

市民環境課長補佐兼環境対策係長（商工観光課長補佐兼

商工観光係長） 牛濱　良彦

商工観光課長補佐兼商工観光係長（生涯学習課長補佐兼

スポーツ係長兼市民会館館員） 松﨑　浩幸

大川出張所長補佐兼庶務係長兼大川診療所管理係長（市

民環境課長補佐兼環境対策係長） 大田　　泉

議会事務局次長兼庶務係長（農業委員会事務局次長兼管

理係長） 柳原　一夫

生涯学習課長補佐兼スポーツ係長兼市民会館館員（議会

事務局次長兼庶務係長） 平石　龍喜

生きがい対策課主幹兼子育て支援センター管理係長（生

きがい対策課児童対策係長） 牛濵　美紀

阿久根市職員辞令交付式

（14ページへ続く）

阿
久
根
市
職
員
人
事
異
動
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　 ら し の 情 報 く s「募集」「イベント」「相談」など、皆さまの暮らしに役立つコーナーです

竹

鳥

林
を
貸
し
た
い
方
・

借
り
た
い
方
へ

獣
被
害
に
よ
る
防
護
柵
・
防
鳥
網

設
置
へ
の
補
助
制
度
が
あ
り
ま
す

竹
林
に
行
け
な
く
な
り
、
ど
う
し
て
も
管

理
で
き
な
い
と
い
う
竹
林
所
有
者
で
、
管
理

生
産
を
し
て
く
れ
る
人
に
貸
し
て
有
効
利
用

し
て
も
ら
お
う
と
お
考
え
の
方
。
ま
た
、
竹

林
を
借
り
て
タ
ケ
ノ
コ
の
生
産
を
や
っ
て
み

た
い
と
お
考
え
の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し

た
ら
、
市
で
取
り
ま
と
め
、
貸
し
手
・
借
り

手
に
あ
っ
せ
ん
し
ま
す
。希
望
さ
れ
る
方
は
、

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
問
い
合
わ
せ
先
　
水
産
林
務
課
　
林
務
係

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
２
１
１

（
内
線
１
１
６
３
）

田
畑
・
竹
林
な
ど
の
鳥
獣
被
害
に
よ
る
防

護
柵
・
防
鳥
網
設
置
の
補
助
事
業
が
受
け
ら

れ
ま
す
。
な
お
、
補
助
額
に
限
り
が
あ
り

ま
す
の
で
お
早
め
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。 

ま
た
、
一
人
１
回
の
申
請
と
な
り
ま
す
。

◇
補
助
対
象
者

５
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
（
耕
作
の
目
的
に

供
さ
れ
る
土
地
）
や
竹
林
に
防
護
柵
・
防
鳥

網
を
新
た
に
設
置
す
る
市
内
の
農
業
者
。

◇
補
助
金
額

・
防
護
柵
　
対
象
経
費
の
２
分
の
１
以
内

（
限
度
額
　
６
万
５
千
円
）

・
防
鳥
網
　
対
象
経
費
の
２
分
の
１
以
内

（
限
度
額
　
７
万
円
）

※
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

農
政
課
　
農
政
管
理
係

☎
０
９
９
６(

７
３)

１
２
１
１

（
内
線
１
１
３
３
・
１
１
３
７
）

森９
林
の
土
地
取
得
者
は

届
出
が
必
要
で
す

月
咲
き
小
ギ
ク
苗
を

販
売
し
ま
す

森
林
法
に
よ
り
、
森
林
の
土
地
所
有
者
と

な
っ
た
方
は
、
市
役
所
へ
事
後
届
出
を
行
う

こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

◇
届
出
対
象
者

個
人
・
法
人
を
問
わ
ず
、
売
買
や
相
続
な

ど
で
森
林
の
土
地
面
積
に
か
か
わ
ら
ず
新
た

に
取
得
し
た
方
。

◇
届
出
期
間

土
地
の
所
有
者
と
な
っ
た
日
か
ら
90
日
以

内
に
取
得
し
た
土
地
の
あ
る
市
町
村
に
届
出

を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
問
い
合
わ
せ
先
　
水
産
林
務
課
　
林
務
係

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
２
１
１

（
内
線
１
１
６
３
）

◇
販
売
日
時
　
５
月
10
日
㈮

「
全
国
戦
没
者
追
悼
式
」

参
列
遺
族
募
集

平
成
25

年
の
追
悼
式
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

参
列
を
希
望
さ
れ
る
遺
族
の
方
は
、
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

◇
期
日
　
８
月
15
日
㈭

◇
場
所
　
日
本
武
道
館（
東
京
都
千
代
田
区
）

◇
対
象
者

・
戦
没
者
の
配
偶
者
及
び
三
親
等
内
の
遺
族

・
一
般
戦
災
死
没
者
の
配
偶
者
及
び
三
親
等

内
の
遺
族

※
過
去
に
参
列
し
て
い
な
い
方
を
優
先

◇
申
込
期
間
　
５
月
１
日
〜
５
月
31
日

※
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

・
生
き
が
い
対
策
課
　
福
祉
係

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
２
１
１

（
内
線
１
４
１
６
・
１
４
１
７
）

・
県
保
健
福
祉
部
　
社
会
福
祉
課

☎
０
９
９
（
２
８
６
）
２
８
３
０

移
動
ね
ん
き
ん
相
談
所
の
開
設

国
民
年
金
、
厚
生
年
金
、
船
員
保
険
な
ど

の
年
金
制
度
全
般
に
関
す
る
こ
と
へ
の
『
移

動
ね
ん
き
ん
相
談
所
』
を
開
設
し
ま
す
。

相
談
に
は
、
川
内
年
金
事
務
所
の
職
員
な

ど
が
応
じ
ま
す
。
ご
利
用
さ
れ
る
方
は
、
事

前
に
予
約
が
必
要
で
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。
予
約
の
際
は
、「
相
談
内
容
」・「
氏
名
」・

「
基
礎
年
金
番
号
」・「
連
絡
先
（
電
話
番
号
）」

な
ど
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

◇
日
時
　
５
月
23
日
㈭

午
前
９
時
40
分
〜
午
後
３
時
40
分

※
予
約
時
間
の
10
分
前
ま
で
に
待
合
室
に

お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。

◇
場
所
　
市
民
会
館
　
第
10
会
議
室（
１
階
）

午
前
９
時
〜
正
午

◇
場
所
　
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

◇
本
数
　
６
千
本
程
度

◇
単
価
　
１
本
20
円

※
予
約
注
文
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。
当
日
、

直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
販
売
時
間
内
で
あ
っ
て
も
、
苗

が
無
く
な
り
次
第
、
終
了
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
問
い
合
わ
せ
先
　
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
２
１
９
１

なが　 しま

よね　 だ
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　 ら し の 情 報 く 
s阿久根市役所☎0996-73-1211（代表） s三笠支所☎0996-75-0002 s大川出張所☎0996-74-0001

３月21日に行われた、（公社）北
薩法人会阿久根支部チャリティ
グラウンド・ゴルフ大会から 
義援金をいただきました。

◇
持
参
す
る
も
の

・
印
か
ん

・
年
金
手
帳
、
年
金
証
書
、
ね
ん
き
ん
特
別

便
、
ね
ん
き
ん
定
期
便
な
ど

・
本
人
確
認
の
で
き
る
資
料

※
運
転
免
許
証
、
健
康
保
険
証
な
ど
。

ま
た
、
代
理
人
の
場
合
は
、
委
任
状
も

必
要
で
す
。

◇
予
約
受
付
　
５
月
１
日
〜
５
月
14
日（
厳
守
）

※
予
約
受
付
先
　
市
民
環
境
課
　
住
民
年
金
係

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
２
１
１

（
内
線
１
４
２
２
）

国
民
年
金
保
険
料『
学
生
納
付
特
例
』

申
請
の
ご
案
内

大
学
、
短
大
、
専
門
学
校
な
ど
に
在
学

中
の
20

歳
以
上
の
国
民
年
金
被
保
険
者
で
、

本
人
の
前
年
所
得
が
118

万
円
以
下
の
場
合
、

『
学
生
納
付
特
例
』
制
度
が
利
用
で
き
ま
す
。 

承
認
期
間
は
、
４
月
（
ま
た
は
20
歳
の
誕
生

月
）
か
ら
翌
年
３
月
ま
で
で
す
。

承
認
を
受
け
た
期
間
は
、
受
給
資
格
期
間

に
算
入
さ
れ
ま
す
が
、
年
金
額
に
は
反
映
さ

れ
ま
せ
ん
（
10
年
以
内
に
追
納
す
れ
ば
、
年

金
額
に
反
映
さ
れ
ま
す
）。

ま
た
、
申
請
手
続
は
、
毎
年
度
必
要
で
す

の
で
、
年
金
手
帳
、
学
生
証
（
コ
ピ
ー
可
）

ま
た
は
在
学
証
明
書
、
印
か
ん
な
ど
を
ご
持

参
の
上
、
手
続
を
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
日
本
年
金
機
構
か
ら
、
タ
ー
ン
ア

ラ
ウ
ン
ド
式
の
『
学
生
納
付
特
例
申
請
書
』

が
届
い
た
方
は
、
署
名
な
ど
を
行
い
、
ポ
ス

ト
に
投
函
す
れ
ば
、継
続
手
続
が
で
き
ま
す
。

※
問
い
合
わ
せ
先

・
日
本
年
金
機
構
　
川
内
年
金
事
務
所

（
お
客
様
相
談
室
）

☎
０
９
９
６
（
２
２
）
５
２
７
６

・
市
民
環
境
課
　
住
民
年
金
係

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
２
１
１

（
内
線
１
４
２
２
）

軽
自
動
車
税
の
減
免
制
度
の

お
知
ら
せ

◇
軽
自
動
車
税
の
納
期

軽
自
動
車
税
は
、
そ
の
年
の
４
月
１
日
現

在
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。
軽
自
動
車

税
の
納
期
は
５
月
で
、
納
付
書
は
５
月
中
旬

に
お
届
け
し
ま
す
。
な
お
、
納
期
限
は
５
月

31
日
㈮
で
す
の
で
、
期
限
ま
で
に
納
付
く
だ

さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

◇
軽
自
動
車
税
の
減
免
制
度

・
対
象
と
な
る
軽
自
動
車

① 

身
体
に
障
が
い
の
あ
る
方
が
も
っ
ぱ
ら

自
ら
使
用
さ
れ
る
軽
自
動
車

② 

身
体
に
障
が
い
の
あ
る
方
ま
た
は
知
的

障
が
い
の
あ
る
方
の
た
め
に
そ
の
方
と

生
計
を
同
じ
に
す
る
方
が
使
用
さ
れ
る

軽
自
動
車

③ 

構
造
が
、
も
っ
ぱ
ら
障
が
い
の
あ
る
方

が
利
用
さ
れ
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
軽

自
動
車

・
受
付
期
間
　
５
月
７
日
〜
５
月
24
日

・
申
請
に
必
要
な
も
の

印
か
ん
、
運
転
免
許
証
、
車
検
証
、
身
体

障
害
者
手
帳

※
減
免
は
普
通
自
動
車
も
含
め
て
障
が
い

の
あ
る
方
、
一
人
に
つ
き
１
台
で
す
。

ま
た
、
障
が
い
の
内
容
な
ど
に
よ
っ
て

は
、
減
免
が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。

※
受
付
・
問
い
合
わ
せ
先
　
税
務
課
　
課
税
係

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
２
１
１

（
内
線
１
４
４
３
・
１
４
４
４
）

東
日
本
大
震
災
義
援
金

震
災
当
初
よ
り
市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
あ
た

た
か
い
善
意
を
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

市
役
所
で
は
、
義
援
金
の
受
付
を
３
月
31

日
付
け
で
終
了
い
た
し
ま
し
た
が
、
阿
久
根

市
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
引
き
続
き
受
け

付
け
て
い
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
ご
支
援
・

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

※
問
い
合
わ
せ
先

阿
久
根
市
社
会
福
祉
協
議
会

☎
０
９
９
６
（
７
２
）
３
８
０
０

今
月
は

何
が
あ
る
か
な
～
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図書館へ行こうY
　新刊案内
・『春風伝』 葉室　麟（著）

幕末を奔馬のごとく駆け抜けた革
命児・高杉晋作。日本の未来を正確
に見据え、奇策を用いて内外の敵を
圧倒した男の短く激しい生涯を鮮や
かに描く歴史長編。

・『味な映画の散歩道』 池波正太郎（著）
早起きして映画、おいしいものを
食べてまた映画、そしてちょっと
ひっかけ、帰宅して仕事、夜食、読
書…。映画と食べることを糧として
いた池波正太郎の、素晴らしい至福
のひとときを伝える映画人生の記録。

・『ぼく、まってるから』 正岡慧子（作）
おぐらひろかず（絵）

菜の花の道で出会ったねずみくん
とくまくんは、友達になって夏も秋
も仲良く過ごしました。ところがあ
る日、くまくんは突然眠ってしまい
ました。ねずみくんは、くまくんが
起きる春を待つことになって…。

市立図書館　☎0996－72－0607

開 館 時 間　午前９時～午後７時

・『隠された刻
とき

』 坂東眞砂子（著）
南太平洋の島に伝わる謎の砂絵。
その伝説が解明されたとき、かつ
て跋

ばっ

扈
こ

した日本人の欲望と情念が 
甦る。明治、戦中、平成を往還して
描く叙事詩ミステリー。

　子ども読書の日
平成13年12月に「子どもの読書活動の推進に
関する法律」が制定され、４月23日が「子ども
読書の日」となりました。
子どもたちにとって、本はさまざまな世界へ
の入口です。「子ども読書の日」をきっかけに、
読書を楽しんでみませんか。

阿久根市立図書館

昔の写真を募集していますY
秘書広報係
☎０９９６－７３－１２１１（内線１２１４）

昭和31年ごろの本町通り
（国道３号沿い）

この写真は、昭和31年ごろの夏祭りのときに国
道３号沿いの本町通りで撮られたものです。上堀
薬品の上堀博さんの提供。
当時、町区の小学生は全員、夏祭りが近づくと、
ハンヤパレードで「本町太鼓」を披露するために
夜は毎日公民館に集まって練習をしていました。
その際、差し入れとして出されるジュースやお菓
子が何より楽しみだったそうです。

現在

写真館昔
今写真が語る

阿久根の

『チャレンジデー』とは、毎年５月の最終
水曜日に世界中で実施されている、住民参加
型のスポーツイベントです。阿久根市は今年
で４回目の参加。
人口規模がほぼ同じ自治体同士が、午前０
時から午後９時までの間に、15分間以上継続
して何らかのスポーツをした住民の｢参加率
（％）」を競い合います。
◇実施日時
５月29日㈬　午前０時～午後９時
◇参加対象

年齢・性別を問わず、チャレンジデー 
当日、本市に在住している方。
◇スポーツの種目内容

種目については、15分間以上継続して 
運動やスポーツなどの身体活動を行えば、
参加となります。ぜひ、皆さまのご参加を
お願いします。
※問い合わせ先　生涯学習課　スポーツ係
☎０９９６－７２－１０５１
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阿 久 根 短 歌 会阿 久 根 短 歌 会
※送り仮名は歴史的仮名使いを使用しています。

荒
﨑
に
北
帰
行
ま
つ
鶴
の
む
れ
黄
砂
に
は
ば
ま
れ
今
日
も
飛
ば
ざ
り 

野
村
　
克
江

山
の
端
に
上
る
朝
日
を
居
間
に
見
る
自
づ
と
両
手
合
は
せ
て
を
り
ぬ 

木
場
　
克
子

若
き
日
に
夫
と
登
り
し
紫
尾
山
は
東
の
空
に
清
ら
か
に
見
ゆ 

川
畑
　
ス
ミ

銀
色
の
産
毛
を
ま
と
ひ
猫
や
な
ぎ
春
を
呼
び
き
て
玄
関
明
る
し 

遠
矢
　
　
律

「
元
気
か
」
と
電
話
の
声
の
懐
し
く
耳
に
押
し
あ
て
響
き
を
楽
し
む 

飛
松
　
保
子

ゆ
る
や
か
に
流
る
る
時
に
身
を
ま
か
せ
生
き
て
ゆ
き
た
し
余
生
の
日
々
を 

河
南
誠
一
郎

波
音
は
昔
と
変
ら
ず
今
は
亡
き
義
姉
の
偲
ば
る
五
色
浜
に 

白
濵
　
ノ
ブ

長
身
の
背せ

な

の
ぬ
く
も
り
遥
か
な
り
逝
き
て
今
年
は
十
七
回
忌 

亀
澤
　
笑
子

雨
に
日
に
農
に
励
み
し
亡
き
叔
母
の
も
う
使
は
れ
ぬ
鍬
に
陽
が
射
す 

有
田
イ
チ
エ

い
つ
し
か
に
母
の
齢

よ
わ
い

を
越
え
し
わ
れ
黄よ

泉み

に
て
会
は
ば
母
若
か
ら
む 

別
府
　
義
明

「
○
○
で
す
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
」
と
は
、
新
規
採
用
職
員

あ
い
さ
つ
の
一
コ
マ
。
瞳
キ
ラ
キ
ラ
、

や
る
気
十
分
と
い
っ
た
言
葉
が
ピ
ッ
タ

リ
で
し
た
。
正
直
、
10
年
以
上
前
の
自

分
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
な
と
思
い
出

し
、
照
れ
く
さ
く
な
り
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
、
副
市
長
に
寺
地
正
𠮷
氏

を
お
迎
え
し
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク

に
は
「
阿
久
根
は
な
＊
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ａ
＊
華

ま
つ
り
」
と
い
う
新
し
い
イ
ベ
ン
ト
が

開
催
さ
れ
ま
す
。

　
そ
し
て
、
今
年
「
広
報
あ
く
ね
」
は

９
月
号
で
800
号
を
迎
え
ま
す
。
担
当
し

て
３
年
目
。
集
大
成
の
気
持
ち
で
、
こ

れ
ま
で
以
上
に
全
力
で
が
ん
ば
り
ま
す

の
で
、
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。 

（
寺
園
）

人のうごき
３月31日現在

（　）は前月比

人　口
22,761人

（－148人）

男
10,673人
（－64人）

女
12,088人
（－84人）

世帯数
10,541世帯
（－15世帯）

出 生 10人
死 亡 29人
転 入 103人
転 出 232人

う
ぶ
ご
え

※
敬
称
略

お
く
や
み

※
敬
称
略

ご
め
い
福
をお祈

り
い
た
し
ま
す
。

筒
　
友と
も

由ゆ

希き

　
孝
　
浩
（
市
　
外
）

寺
地
　
瑛え
い

都と

　
　
翔
　
（
市
　
外
）

松
木
妃ひ

菜な

子こ

　
大
　
輔
（
　
浜
　
）

松
元
　
太た

朗ろ
う

　
薫
　
久
（
波
　
留
）

中
野
　
大た
い

雅が

　
孝
一
郎
（
　
潟
　
）

木
𠩤
　
叶か

蓮れ
ん

　
恭
　
平
（
上
　
原
）

小
林
　
紗さ

空ら

　
正
　
人
（
市
　
外
）

尾
﨑
琉る

唯い

斗と

　
信
　
幸
（
中
屋
敷
）

古
田
大た

偉い

志し

　
幸
　
男
（
　
潟
　
）

海
平
　
奈な

桜お

　
正
　
博
（
市
　
外
）

川
畑
　
桜さ

綾あ
や

　
輝
　
薫
（
　
潟
　
）

茅
島
　
有ゆ
う

希き

　
　
誠
　（
　
浦
　
）

若
松
　
和
敏
54
（
牛
之
浜
）
美
恵
子

猿
樂
美
代
子
67
（
遠
見
ヶ
岡
）
正
　
彦

中
村
ス
ミ
ヱ
75
（
牧
　
内
）
　
豊

川
路
　
利
壽
76
（
遠
　
矢
）
千
鶴
子

松
元
　
一
德
82
（
脇
本
馬
場
）
ソ
　
メ

大
田
　
一
郎
84
（
尻
無
中
）
ツ
　
ル

德
留
　
千
早
81
（
　
潟
　
）
博
　
江

樒
柑
　
教
　
86
（
古
　
里
）
一
　
教

牧
野
シ
ヅ
ヱ
97
（
尻
無
中
）
正
　
業

新
町
　
フ
ミ
94
（
新
　
町
）
一
　
秀

海
平
シ
マ
子
82
（
　
段
　
）
ミ
　
ヤ

松
﨑
　
秀
信
79
（
飛
　
松
）
晶
　
子

中
村
　
盛
治
96
（
仲
仁
田
）
ト
キ
ヱ

沼
田
　
ミ
ネ
83
（
山
下
馬
場
）
弘
　
志

中
西
　
勇
　
82
（
上
　
野
）
佑
　
子

大
漉
　
ノ
リ
91
（
高
之
口
）
重
　
典

石
澤
シ
ズ
エ
81
（
大
　
漉
）
　
悟

宮
路
マ
ツ
エ
87
（
内
　
田
）
忠
　
行

福
田
　
明
　
83
（
佐
　
潟
）
恵
　
一

中
野
　
和
子
66
（
　
段
　
）
良
　
信

福
﨑
　
ノ
リ
87
（
上
　
野
）
秀
　
樹

平
野
　
聖
子
24
（
新
　
町
）
保
　
博

園
田
タ
ツ
子
91
（
上
　
原
）
正
　
雄

秋
野
　
寛
藏
78
（
槝
之
浦
東
）
ミ
ツ
ヨ

死
　
亡
　
者
年齢
（
区
　
名
）
代
表
者

出
　
生
　
児
　
保
護
者
（
区
　
名
）

健
や
か
な
成
長
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

５月５日「こどもの日」から１週間は「児童福祉週間」
です。
◆子どもや家庭生活に関する悩みの相談に、家庭相談員
が対応します。電話相談や巡回相談も行っていますの
で、お気軽にご相談ください。
※問い合わせ先
生きがい対策課　家庭児童相談室
☎０９９６－７３－１２１１（内線１４１１）

平
成
25
年
度

児
童
福
祉
週
間
標
語

「
君
が
い
る
　

た
だ
そ
れ
だ
け
で

う
れ
し
い
よ
」
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た
だ
今
青
春
！

た
だ
今
青
春
！

的ま
と

　

場ば

　
美み

　

香か
　

さ
ん
¡8

◇趣味は何ですか・・・
音楽を聴く、散歩、写真を撮る

◇理想のタイプ・・・
落ち着いている人、ギターが弾ける人

◇阿久根についてひと言
すごく落ち着く場所です

◇将来の夢は・・・
大きいことをドカーンとしたいです

◇このごろ気になる出来事は・・・
周りの友人が就職などで県外に行って 
しまったので寂しいです

女性が一人でも気軽に安心して入れる店

トースト･サラダ･果物･つまみ･ゆで卵･有機栽培コーヒー

喫茶 みんなの部屋 ☎64-6288
（場所）ジョイフルより南へ100ｍ（８時～19時）阿久根市塩鶴町1-89

（店主）岩崎一男

ラ
ン
チ
（
五
八
〇
円
）

ケ
ー
キ
も
有
り
ま
す

モーニング ￥４８０円

阿久根

うに丼祭り
～５月12日㈰まで

※問い合わせ先
阿久根市観光協会 ☎0996-72-1185

私たち『阿久根ローターアクトクラブ』は、阿久根ロー
タリークラブの皆さまのご支援のもと、18歳から30歳
までの様々な職種の男女が集まり、奉仕活動や地域行事
への参加、スポーツなどを通じてメンバー同士の親睦を
深めることを目的に活動しています。会員11名。

今年は、クラブが結成して25周年を迎えるため、記念
式典開催に向け、準備を進めています。現在、会員を募
集中で、奉仕活動に興味がある、充実した日々を過ごし
たい、そのような貴方の参加を心よりお待ちしています。
【活動日時】毎週第２・４水曜日　午後７時30分〜
【活動場所】クアドームあくね
【連 絡 先】阿久根ロータリークラブ事務局

☎０９９６－７２－３６１１

『阿久根ローターアクトクラブ』
サークル紹介


